






















































































































































































































































































































































































































































についたばかりであり, Rangan et.al.[1988], Berger and Humphrey
[1991, 1992], McA111ster and McManus [1993]によって先駆的研究が行
なわれている8)。それらはトランスログ費用関数を計測し，その推定値と
実現値の残差をＸ非効率性として計測する手法をとっている(econometric
frontierapproach (EFA), thick frontierapproach (TFA), data envelopment analysis
(DFA), distribution-freeapproach (ＤＦＡ)などの手法が用いられている)。
　その後，アメリカのS＆Ｌについての, Mester[1993], Cebenoyan et. al.
[1993]の研究や9)，Ｋａｐａｒakis et.al.[1994]の分析があるほか，ＥＵ諸国
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